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去
る
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
九
日
（
火
）、

山
形
市
香
澄
町
山
形
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、

山
本
恒
雄
理
事
長
、
浅
野
良
一
校
長
ご
臨
席

の
も
と
、
平
成
二
十
四
年
度
幹
事
長
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
通
常
五
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
竹
朋
会
総
会
に
代
わ
る
議
決
会
議
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
も
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
の
報
告
を
は
じ
め
、
平

成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

お
よ
び
会
運
営
の
重
要
な
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

以
下
、
議
案
案
件
と
会
議
の
内
容
を
お
伝

え
致
し
ま
す
。

議
案
第
一
号

平
成
二
十
三
年
度
竹
朋
会
会

務
並
び
に
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
二
十
三
年
度
竹
朋
会
会

計
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

竹
朋
会
「
賛
助
金
」
会
計
の

収
支
現
計
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

平
成
二
十
四
年
度
竹
朋
会
事

業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号
平
成
二
十
四
年
度
竹
朋
会
収
支

予
算
の
策
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

会
報
「
竹
朋
」
第
三
号
の
発

行
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

そ
の
他
竹
朋
会
の
活
性
化
お

よ
び
会
運
営
に
必
要
な
事
案
に
つ
い
て

ま
ず
、
議
長
に
大
木
千
津
子
氏
を
選
任
し

議
事
を
進
め
た
。

次
に
、
議
案
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に

第
三
号
の
各
議
案
を
上
程
説
明
し
質
疑
を
諮

り
、
松
田
壽
美
惠
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な

さ
れ
、
議
長
よ
り
各
議
案
の
承
認
を
採
決
し

た
結
果
、
全
会
一

致
で
全
て
の
議
案

を
承
認
し
た
。

続
い
て
、
議
案

第
四
号
か
ら
七
号

ま
で
の
案
件
に
つ

い
て
各
上
程
説
明

後
議
長
よ
り
質
疑

を
諮
り
、
そ
の
後

各
原
案
の
承
認
を

採
決
し
た
結
果
、

全
て
の
議
案
に
つ

い
て
こ
れ
を
可
決

承
認
し
閉
会
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度

幹
事
長
会
開
催
さ
れ
る
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奥山  義雄

母
校
創
立
九
十
周
年
記
念
総

会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
皆
様
の
御
協
力
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
度
実
行
委
員
長
を
務

め
た
身
と
し
て
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

同
窓
会
「
竹
朋
会
」
で
は
一
昨

年
よ
り
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
会
で
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
参
加
者
が
非
常
に
少
な

い
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
当
日
は
二
百
余
名
の

会
員
の
皆
様
に
御
出
席
頂
き
ま

し
た
。
懐
か
し
い
先
生
方
や
友

人
達
と
再
会
出
来
た
こ
と
、
大

変
な
感
動
で
し
た
。

総
会
後
は
素
晴
ら
し
い
音
楽

を
鑑
賞
し
、
そ
し
て
皆
様
が
一

番
心
待
ち
に
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
懇
親
会
は
、
山
本
学
園
高
等

学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
の
若
さ

溢
れ
る
ダ
ン
ス
と
花
柳
萌
理
さ

の
良
さ
で
し
ょ
う
、
今
も
変
わ

ら
ず
母
校
で
教
壇
に
立
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
恩
師
が
い
て
、
そ

し
て
こ
う
し
て
当
時
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
に
昔
話
が
出
来
た
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
感
動
を
次
回
九
十
五
周
年
、

そ
し
て
百
周
年
に
向
か
い
、
皆

さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
切
に
願

い
ま
す
。

今
総
会
の
後
、
学
園
の
九
十

周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
千

絲
百
楽
」
が
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
見
学
し
、
山
本
学
園
高

等
学
校
の
み
な
ら
ず
、
学
校
法

人
山
本
学
園
が
総
力
を
挙
げ
た

素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ー
だ
っ
た
と

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
の

伝
統
と
文
化
、
そ
し
て
縫
い
の

技
を
無
く
し
て
は
な
ら
ず
、
次

の
世
代
に
き
ち
ん
と
大
事
に
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
心
に
染
み
入
り
、
そ
れ

は
母
校
と
私
達
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
も
あ
る
と
思
い
考
え
さ

ん
に
よ
る
祝
舞
で
華
や
か
に
幕

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
襷
を
つ
な
げ
て
」

誰
も
が
想
像
を
絶
し
た
東
日

本
大
震
災
に
尊
い
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
、
復
興
の
進
む
中
、
母

校
の
九
十
周
年
記
念
同
窓
会
総

会
が
行
わ
れ
た
事
は
大
変
意
味

深
い
。

私
は
人
生
の
節
目
の
年
に
、

当
番
幹
事
会
へ
と
出
席
す
る
た

め
数
十
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
れ

た
。
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
円
形
校

舎
、
正
面
玄
関
、
懐
か
し
い
校

り
添
い
、
励
ま
し
助
け
合
い
暮

ら
し
て
い
く
。
そ
し
て
愛
情
を

か
け
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
供

を
育
て
る
。

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」

昔
か
ら
教
え
継
が
れ
る
日
本

人
の
心
を
学
ん
だ
。

こ
の
度
の
大
震
災
で
、
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
中
か
ら
被
災

地
に
向
け
、
多
く
の
人
力
・
食

物
物
資
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
被
災
地
で
の
礼

儀
正
し
さ
、
思
い
や
り
助
け
合

い
の
日
本
人
の
精
神
が
今
、
世

内
の
に
お
い
に
見
覚
え
の
あ
る

界
中
へ
と
響
い
て
い
る
。

総会次第
1. 開会

2. 弔意黙祷

3. 会長あいさつ

4. 祝辞

5. 議長選出

6. 経過報告

7. 議事

8. 閉会

～ 音楽会 ～

～ 懇親会 ～
（15：35 ～ 18：20）

母校創立 90周年記念
　竹朋会総会・懇親会に

参加して

竹
田
家
政
専
門

五
十
六
回
卒

実
行
委
員
長

大

木

千
津
子

「
母
校
創
立
九
十
周
年

記
念
総
会
を
終
え
て
」

竹
田
女
子
高

十
五
回
卒

実
行
委
員

森

谷

ま
こ
と

伊豆田先生による乾杯の御発声


